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労
働
基
準
法
及
び
労
働
時
間
の
短
縮
の
促
進
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
五
年
法
律
第
七
十
九
号
）

新
旧
対
照
条
文
（
抄
）

○

労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
（
抄
）
（
第
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
三
十
二
条
の
四

使
用
者
は
、
当
該
事
業
場
に
、
労
働
者
の
過
半
数
で
組
織

第
三
十
二
条
の
四

使
用
者
は
、
当
該
事
業
場
に
、
労
働
者
の
過
半
数
で
組
織

す
る
労
働
組
合
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
そ
の
労
働
組
合
、
労
働
者
の
過
半

す
る
労
働
組
合
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
そ
の
労
働
組
合
、
労
働
者
の
過
半

数
で
組
織
す
る
労
働
組
合
が
な
い
場
合
に
お
い
て
は
労
働
者
の
過
半
数
を
代

数
で
組
織
す
る
労
働
組
合
が
な
い
場
合
に
お
い
て
は
労
働
者
の
過
半
数
を
代

表
す
る
者
と
の
書
面
に
よ
る
協
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
と

表
す
る
者
と
の
書
面
に
よ
る
協
定
に
よ
り
、
三
箇
月
以
内
の
一
定
の
期
間
を

き
は
、
第
三
十
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
協
定
で
第
二
号
の
対
象

平
均
し
一
週
間
当
た
り
の
労
働
時
間
が
四
十
時
間
を
超
え
な
い
定
め
を
し
た

期
間
と
し
て
定
め
ら
れ
た
期
間
を
平
均
し
一
週
間
当
た
り
の
労
働
時
間
が
四

と
き
は
、
第
三
十
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
定
め
に
よ
り
、
特
定

十
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
当
該
協
定
（
次
項
の
規
定
に
よ
る

さ
れ
た
週
に
お
い
て
同
条
第
一
項
の
労
働
時
間
又
は
特
定
さ
れ
た
日
に
お
い

定
め
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
定
め
を
含
む
。
）
で
定
め
る
と
こ
ろ

て
同
条
第
二
項
の
労
働
時
間
を
超
え
て
、
労
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

に
よ
り
、
特
定
さ
れ
た
週
に
お
い
て
同
条
第
一
項
の
労
働
時
間
又
は
特
定
さ

れ
た
日
に
お
い
て
同
条
第
二
項
の
労
働
時
間
を
超
え
て
、
労
働
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。

一

こ
の
条
の
規
定
に
よ
る
労
働
時
間
に
よ
り
労
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

（
新
設
）

こ
と
と
さ
れ
る
労
働
者
（
次
号
の
対
象
期
間
の
初
日
に
使
用
し
て
い
る
労

働
者
で
あ
つ
て
、
そ
の
使
用
期
間
が
当
該
対
象
期
間
の
末
日
の
前
日
ま
で

に
満
了
し
な
い
も
の
に
限
る
。
）
の
範
囲

二

対
象
期
間
（
そ
の
期
間
を
平
均
し
一
週
間
当
た
り
の
労
働
時
間
が
四
十

（
新
設
）

時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
労
働
さ
せ
る
期
間
を
い
い
、
一
年
以

内
の
期
間
に
限
る
も
の
と
す
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

三

対
象
期
間
に
お
け
る
労
働
日
及
び
当
該
労
働
日
ご
と
の
労
働
時
間
（
対

（
新
設
）

象
期
間
を
三
箇
月
以
上
の
期
間
ご
と
に
区
分
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
お

い
て
は
、
当
該
対
象
期
間
に
お
け
る
労
働
日
並
び
に
当
該
区
分
に
よ
る
各

期
間
の
う
ち
当
該
対
象
期
間
の
初
日
の
属
す
る
期
間
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
最
初
の
期
間
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
労
働
日
ご
と
の
労
働
時
間

及
び
当
該
最
初
の
期
間
を
除
く
各
期
間
に
お
け
る
総
労
働
時
間
）

四

そ
の
他
命
令
で
定
め
る
事
項

（
新
設
）
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②

使
用
者
は
、
前
項
の
協
定
で
同
項
第
三
号
の
区
分
を
し
当
該
区
分
に
よ
る

（
新
設
）

各
期
間
の
う
ち
最
初
の
期
間
を
除
く
各
期
間
に
お
け
る
総
労
働
時
間
を
定
め

た
と
き
は
、
当
該
各
期
間
の
初
日
の
少
な
く
と
も
三
十
日
前
に
、
当
該
事
業

場
に
、
労
働
者
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組
合
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は

そ
の
労
働
組
合
、
労
働
者
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組
合
が
な
い
場
合
に

お
い
て
は
労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
の
同
意
を
得
て
、
命
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
総
労
働
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
当
該

各
期
間
に
お
け
る
労
働
日
ご
と
の
労
働
時
間
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③

労
働
大
臣
は
、
中
央
労
働
基
準
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
命
令
で
対
象

②

労
働
大
臣
は
、
中
央
労
働
基
準
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
命
令
で
前
項

期
間
に
お
け
る
一
日
及
び
一
週
間
の
労
働
時
間
の
限
度
並
び
に
連
続
し
て
労

の
協
定
で
定
め
る
一
日
及
び
一
週
間
の
労
働
時
間
の
限
度
並
び
に
連
続
し
て

働
さ
せ
る
日
数
の
限
度
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

労
働
さ
せ
る
日
数
の
限
度
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

④

（
略
）

③

（
略
）

第
三
十
二
条
の
五

（
略
）

第
三
十
二
条
の
五

（
略
）

②

（
略
）

②

（
略
）

③

前
条
第
四
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
協
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

③

前
条
第
三
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
協
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
時
間
外
、
休
日
及
び
深
夜
の
割
増
賃
金
）

（
時
間
外
、
休
日
及
び
深
夜
の
割
増
賃
金
）

第
三
十
七
条

使
用
者
が
、
第
三
十
三
条
又
は
前
条
の
規
定
に
よ
り
労
働
時
間

第
三
十
七
条

使
用
者
が
、
第
三
十
三
条
若
し
く
は
前
条
の
規
定
に
よ
つ
て
労

を
延
長
し
、
又
は
休
日
に
労
働
さ
せ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
時
間
又
は

働
時
間
を
延
長
し
、
若
し
く
は
休
日
に
労
働
さ
せ
た
場
合
又
は
午
後
十
時
か

そ
の
日
の
労
働
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
労
働
時
間
又
は
労
働
日
の
賃
金
の
計

ら
午
前
五
時
（
労
働
に
関
す
る
主
務
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て

算
額
の
二
割
五
分
以
上
五
割
以
下
の
範
囲
内
で
そ
れ
ぞ
れ
命
令
で
定
め
る
率

は
、
そ
の
定
め
る
地
域
又
は
期
間
に
つ
い
て
は
午
後
十
一
時
か
ら
午
前
六
時

以
上
の
率
で
計
算
し
た
割
増
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

）
ま
で
の
間
に
お
い
て
労
働
さ
せ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
時
間
又
は
そ

の
日
の
労
働
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
労
働
時
間
又
は
労
働
日
の
賃
金
の
計
算

額
の
二
割
五
分
以
上
の
率
で
計
算
し
た
割
増
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

②

前
項
の
命
令
は
、
労
働
者
の
福
祉
、
時
間
外
又
は
休
日
の
労
働
の
動
向
そ

（
新
設
）

の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

③

使
用
者
が
、
午
後
十
時
か
ら
午
前
五
時
ま
で
（
労
働
大
臣
が
必
要
で
あ
る

（
新
設
）

と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
定
め
る
地
域
又
は
期
間
に
つ
い
て
は
午

後
十
一
時
か
ら
午
前
六
時
ま
で
）
の
間
に
お
い
て
労
働
さ
せ
た
場
合
に
お
い
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て
は
、
そ
の
時
間
の
労
働
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
労
働
時
間
の
賃
金
の
計
算

額
の
二
割
五
分
以
上
の
率
で
計
算
し
た
割
増
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

④

第
一
項
及
び
前
項
の
割
増
賃
金
の
基
礎
と
な
る
賃
金
に
は
、
家
族
手
当
、

②

前
項
の
割
増
賃
金
の
基
礎
と
な
る
賃
金
に
は
、
家
族
手
当
、
通
勤
手
当
そ

通
勤
手
当
そ
の
他
命
令
で
定
め
る
賃
金
は
算
入
し
な
い
。

の
他
命
令
で
定
め
る
賃
金
は
算
入
し
な
い
。

第
三
十
八
条
の
二

（
略
）

第
三
十
八
条
の
二

（
略
）

②
・
③

（
略
）

②
・
③

（
略
）

④

使
用
者
が
、
当
該
事
業
場
に
、
労
働
者
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組
合

④

使
用
者
が
、
当
該
事
業
場
に
、
労
働
者
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組
合

が
あ
る
と
き
は
そ
の
労
働
組
合
、
労
働
者
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組
合

が
あ
る
と
き
は
そ
の
労
働
組
合
、
労
働
者
の
過
半
数
で
組
織
す
る
労
働
組
合

が
な
い
と
き
は
労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
と
の
書
面
に
よ
る
協
定
に

が
な
い
と
き
は
労
働
者
の
過
半
数
を
代
表
す
る
者
と
の
書
面
に
よ
る
協
定
に

よ
り
、
業
務
の
性
質
上
そ
の
遂
行
の
方
法
を
大
幅
に
当
該
業
務
に
従
事
す
る

よ
り
、
研
究
開
発
の
業
務
そ
の
他
の
業
務
（
当
該
業
務
の
性
質
上
そ
の
遂
行

労
働
者
の
裁
量
に
ゆ
だ
ね
る
必
要
が
あ
る
た
め
当
該
業
務
の
遂
行
の
手
段
及

の
方
法
を
大
幅
に
当
該
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
の
裁
量
に
ゆ
だ
ね
る
必
要

び
時
間
配
分
の
決
定
等
に
関
し
具
体
的
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
困
難
な
も
の

が
あ
る
た
め
、
当
該
業
務
の
遂
行
の
手
段
及
び
時
間
配
分
の
決
定
等
に
関
し

と
し
て
命
令
で
定
め
る
業
務
の
う
ち
か
ら
労
働
者
に
就
か
せ
る
こ
と
と
す
る

具
体
的
な
指
示
を
し
な
い
こ
と
と
す
る
も
の
と
し
て
当
該
協
定
で
定
め
る
業

業
務
を
定
め
る
と
と
も
に
、
当
該
業
務
の
遂
行
の
手
段
及
び
時
間
配
分
の
決

務
に
限
る
。
）
に
従
事
す
る
労
働
者
の
労
働
時
間
の
算
定
に
つ
い
て
は
当
該

定
等
に
関
し
当
該
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
具
体
的
な
指
示
を
し
な

協
定
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
と
す
る
旨
を
定
め
た
場
合
に
お
い
て
、

い
こ
と
と
す
る
旨
及
び
そ
の
労
働
時
間
の
算
定
に
つ
い
て
は
当
該
協
定
で
定

労
働
者
を
当
該
業
務
に
就
か
せ
た
と
き
は
、
当
該
労
働
者
は
、
命
令
で
定
め

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
と
す
る
旨
を
定
め
た
場
合
に
お
い
て
、
労
働
者
を

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
協
定
で
定
め
る
時
間
労
働
し
た
も
の
と
み
な
す
。

当
該
業
務
に
就
か
せ
た
と
き
は
、
当
該
労
働
者
は
、
命
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
そ
の
協
定
で
定
め
る
時
間
労
働
し
た
も
の
と
み
な
す
。

⑤

（
略
）

⑤

（
略
）

（
年
次
有
給
休
暇
）

（
年
次
有
給
休
暇
）

第
三
十
九
条

使
用
者
は
、
そ
の
雇
入
れ
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
箇
月
間
継
続

第
三
十
九
条

使
用
者
は
、
一
年
間
継
続
勤
務
し
全
労
働
日
の
八
割
以
上
出
勤

勤
務
し
全
労
働
日
の
八
割
以
上
出
勤
し
た
労
働
者
に
対
し
て
、
継
続
し
、
又

し
た
労
働
者
に
対
し
て
、
継
続
し
、
又
は
分
割
し
た
十
労
働
日
の
有
給
休
暇

は
分
割
し
た
十
労
働
日
の
有
給
休
暇
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②

使
用
者
は
、
一
年
六
箇
月
以
上
継
続
勤
務
し
た
労
働
者
に
対
し
て
は
、
六

②

使
用
者
は
、
二
年
以
上
継
続
勤
務
し
た
労
働
者
に
対
し
て
は
、
一
年
を
超

箇
月
を
超
え
て
継
続
勤
務
す
る
日
か
ら
起
算
し
た
継
続
勤
務
年
数
一
年
（
当

え
る
継
続
勤
務
年
数
一
年
ご
と
に
、
前
項
の
日
数
に
一
労
働
日
を
加
算
し
た

該
労
働
者
が
全
労
働
日
の
八
割
以
上
出
勤
し
た
一
年
に
限
る
。
）
ご
と
に
、

有
給
休
暇
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
総
日
数
が
二
十
日
を
超

前
項
の
日
数
に
一
労
働
日
を
加
算
し
た
有
給
休
暇
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
超
え
る
日
数
に
つ
い
て
は
有
給
休
暇
を
与
え
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い
。
た
だ
し
、
総
日
数
が
二
十
日
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
超
え

る
こ
と
を
要
し
な
い
。

る
日
数
に
つ
い
て
は
有
給
休
暇
を
与
え
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

③
～
⑥

（
略
）

③
～
⑥

（
略
）

⑦

労
働
者
が
業
務
上
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
り
療
養
の
た
め
に
休
業
し

⑦

労
働
者
が
業
務
上
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
り
療
養
の
た
め
に
休
業
し

た
期
間
及
び
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児

た
期
間
及
び
産
前
産
後
の
女
子
が
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
つ
て
休
業
し
た

休
業
を
し
た
期
間
並
び
に
産
前
産
後
の
女
子
が
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
つ

期
間
は
、
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
出
勤
し
た
も
の
と

て
休
業
し
た
期
間
は
、
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

み
な
す
。

こ
れ
を
出
勤
し
た
も
の
と
み
な
す
。

（
適
用
の
除
外
）

（
適
用
の
除
外
）

第
四
十
一
条

こ
の
章
、
第
六
章
及
び
第
六
章
の
二
で
定
め
る
労
働
時
間
、
休

第
四
十
一
条

こ
の
章
、
第
六
章
及
び
第
六
章
の
二
で
定
め
る
労
働
時
間
、
休

憩
及
び
休
日
に
関
す
る
規
定
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
労
働
者
に
つ

憩
及
び
休
日
に
関
す
る
規
定
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
労
働
者
に
つ

い
て
は
適
用
し
な
い
。

い
て
は
適
用
し
な
い
。

一

第
八
条
第
六
号
（
林
業
を
除
く
。
）
又
は
第
七
号
の
事
業
に
従
事
す
る

一

第
八
条
第
六
号
又
は
第
七
号
の
事
業
に
従
事
す
る
者

者
二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

（
労
働
時
間
及
び
休
日
）

（
労
働
時
間
及
び
休
日
）

第
六
十
条

（
略
）

第
六
十
条

（
略
）

②

（
略
）

②

（
略
）

③

使
用
者
は
、
第
三
十
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
満
十
五
才
以
上
で
満

③

使
用
者
は
、
第
三
十
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
満
十
五
才
以
上
で
満

十
八
才
に
満
た
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

十
八
才
に
満
た
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

、
労
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

、
労
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

一
週
間
に
つ
い
て
四
十
八
時
間
以
下
の
範
囲
内
で
命
令
で
定
め
る
時
間

二

一
週
間
に
つ
い
て
四
十
八
時
間
、
一
日
に
つ
い
て
八
時
間
を
超
え
な
い

、
一
日
に
つ
い
て
八
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
第
三
十
二
条

範
囲
内
に
お
い
て
、
第
三
十
二
条
の
二
の
規
定
の
例
に
よ
り
労
働
さ
せ
る

の
二
又
は
第
三
十
二
条
の
四
の
規
定
の
例
に
よ
り
労
働
さ
せ
る
こ
と
。

こ
と
。

（
報
告
等
）

第
百
四
条
の
二

行
政
官
庁
は
、
こ
の
法
律
を
施
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と

（
新
設
）

認
め
る
と
き
は
、
命
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
使
用
者
又
は
労
働
者
に
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対
し
、
必
要
な
事
項
を
報
告
さ
せ
、
又
は
出
頭
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

労
働
基
準
監
督
官
は
、
こ
の
法
律
を
施
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
使
用
者
又
は
労
働
者
に
対
し
、
必
要
な
事
項
を
報
告
さ
せ
、
又

は
出
頭
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
報
告
の
義
務
）

第
百
十
条

削
除

第
百
十
条

使
用
者
又
は
労
働
者
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
て
、
行
政
官

庁
又
は
労
働
基
準
監
督
官
か
ら
要
求
の
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
遅
滞
な

く
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
報
告
し
、
又
は
出
頭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
十
七
条

第
五
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
こ
れ
を
一
年
以
上
十
年
以

第
百
十
七
条

第
五
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
こ
れ
を
一
年
以
上
十
年
以

下
の
懲
役
又
は
二
十
万
円
以
上
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

下
の
懲
役
又
は
五
万
円
以
上
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
百
十
八
条

第
六
条
、
第
五
十
六
条
、
第
六
十
三
条
又
は
第
六
十
四
条
の
四

第
百
十
八
条

第
六
条
、
第
五
十
六
条
、
第
六
十
三
条
又
は
第
六
十
四
条
の
四

の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
こ
れ
を
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下

の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
こ
れ
を
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
二
十
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
す
る
。

の
罰
金
に
処
す
る
。

②

（
略
）

②

（
略
）

第
百
十
九
条

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
こ
れ
を
六
箇
月
以
下
の
懲

第
百
十
九
条

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
こ
れ
を
六
箇
月
以
下
の
懲

役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

役
又
は
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

第
百
二
十
条

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に

第
百
二
十
条

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

処
す
る
。

す
る
。

一

第
十
四
条
、
第
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
十
八
条
第
七
項

一

第
十
四
条
、
第
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
、
第
十
八
条
第
七
項

、
第
二
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
二
十
三
条
か
ら
第
二
十
七

、
第
二
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
二
十
三
条
か
ら
第
二
十
七

条
ま
で
、
第
三
十
二
条
の
四
第
四
項
（
第
三
十
二
条
の
五
第
三
項
に
お
い

条
ま
で
、
第
三
十
二
条
の
四
第
三
項
（
第
三
十
二
条
の
五
第
三
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
二
条
の
五
第
二
項
、
第
三
十
三

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
二
条
の
五
第
二
項
、
第
三
十
三

条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
三
十
八
条
の
二
第
三
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い

条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
三
十
八
条
の
二
第
三
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
五
十
七
条
か
ら
第
五
十
九
条
ま
で
、

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
五
十
七
条
か
ら
第
五
十
九
条
ま
で
、

第
六
十
四
条
、
第
六
十
八
条
、
第
八
十
九
条
、
第
九
十
条
第
一
項
、
第
九

第
六
十
四
条
、
第
六
十
八
条
、
第
八
十
九
条
、
第
九
十
条
第
一
項
、
第
九
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十
一
条
、
第
九
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
九
十
六
条
の
二
第

十
一
条
、
第
九
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
九
十
六
条
の
二
第

一
項
、
第
百
五
条
（
第
百
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

一
項
、
第
百
五
条
（
第
百
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
又
は
第
百
六
条
か
ら
第
百
九
条
ま
で
の
規
定
に
違
反
し
た
者

む
。
）
又
は
第
百
六
条
か
ら
第
百
九
条
ま
で
の
規
定
に
違
反
し
た
者

二
～
四

（
略
）

二
～
四

（
略
）

五

第
百
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告

五

第
百
十
条
の
規
定
に
よ
る
行
政
官
庁
又
は
労
働
基
準
監
督
官
の
要
求
の

を
し
、
又
は
出
頭
し
な
か
つ
た
者

あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、

又
は
出
頭
し
な
か
つ
た
者

第
百
三
十
一
条

命
令
で
定
め
る
規
模
以
下
の
事
業
又
は
命
令
で
定
め
る
業
種

第
百
三
十
一
条

第
三
十
二
条
第
一
項
（
第
六
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読

の
事
業
に
係
る
第
三
十
二
条
第
一
項
（
第
六
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
除
く
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分

み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
除
く
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
平
成

の
間
、
第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
四
十
時
間
」
と
あ
る
の
は
、
「
四
十
時
間

九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
四
十
時
間
」

を
超
え
四
十
八
時
間
未
満
の
範
囲
内
に
お
い
て
命
令
で
定
め
る
時
間
」
と
す

と
あ
る
の
は
、
「
四
十
時
間
を
超
え
四
十
四
時
間
以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て

る
。

命
令
で
定
め
る
時
間
」
と
す
る
。

②

前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
三
十
二
条
第
一
項
の
命
令

②

前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
三
十
二
条
第
一
項
の
命
令

は
、
労
働
者
の
福
祉
、
労
働
時
間
の
動
向
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
定
め

は
、
週
四
十
時
間
労
働
制
に
可
及
的
速
や
か
に
移
行
す
る
た
め
、
労
働
者
の

る
も
の
と
す
る
。

福
祉
、
労
働
時
間
の
動
向
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
、
当
該
命
令
で
定
め
る

時
間
が
段
階
的
に
短
縮
さ
れ
る
よ
う
に
制
定
さ
れ
、
及
び
改
正
さ
れ
る
も
の

と
す
る
。

③
・
④

（
略
）

③
・
④

（
略
）

第
百
三
十
二
条

前
条
第
一
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
間
に
お
け
る
同
項
に
規

第
百
三
十
二
条

前
条
第
一
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
間
に
お
け
る
第
三
十
二

定
す
る
事
業
に
係
る
第
三
十
二
条
の
四
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は

条
の
四
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
労
働
時
間
が
四
十

、
同
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
た
と
き
は
、

時
間
を
超
え
な
い
定
め
」
と
あ
る
の
は
「
労
働
時
間
を
四
十
時
間
（
命
令
で

第
三
十
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
協
定
で
」
と
あ
る
の
は
「
次
に

定
め
る
規
模
以
下
の
事
業
に
あ
つ
て
は
、
四
十
時
間
を
超
え
第
三
十
二
条
第

掲
げ
る
事
項
及
び
」
と
、
「
労
働
時
間
が
四
十
時
間
」
と
あ
る
の
は
「
労
働

一
項
の
労
働
時
間
に
相
当
す
る
時
間
未
満
の
範
囲
内
に
お
い
て
命
令
で
定
め

時
間
を
四
十
時
間
（
命
令
で
定
め
る
規
模
以
下
の
事
業
に
あ
つ
て
は
、
四
十

る
時
間
）
以
内
と
し
、
当
該
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ
た
と
き
は
そ
の
超
え

時
間
を
超
え
四
十
二
時
間
以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て
命
令
で
定
め
る
時
間
）

た
時
間
（
第
三
十
七
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
時
間
を
除
く
。
）
の
労
働

以
内
と
し
、
当
該
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ
た
と
き
は
そ
の
超
え
た
時
間
（

に
つ
い
て
同
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
割
増
賃
金
を
支
払
う
定
め
」
と
、
「
そ

第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
時
間
を
除
く
。
）
の
労
働
に

の
定
め
に
よ
り
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
期
間
を
平
均
し
一
週
間
当
た
り
の
労

つ
い
て
同
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
割
増
賃
金
を
支
払
う
定
め
を
し
た
と
き
は

働
時
間
が
同
条
第
一
項
の
労
働
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
そ
の
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、
第
三
十
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
期
間
を
平
均
し
一
週
間
当
た

定
め
に
よ
り
」
と
、
「
同
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
」
と
、
「
労
働

り
の
労
働
時
間
が
同
条
第
一
項
の
労
働
時
間
」
と
、
「
労
働
さ
せ
る
こ
と
が

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
の
は
「
労
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

で
き
る
」
と
あ
る
の
は
「
労
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

の
場
合
に
お
い
て
、
使
用
者
は
、
当
該
期
間
を
平
均
し
一
週
間
当
た
り
四
十

て
、
使
用
者
は
、
当
該
期
間
を
平
均
し
一
週
間
当
た
り
四
十
時
間
（
前
段
の

時
間
（
前
段
の
命
令
で
定
め
る
規
模
以
下
の
事
業
に
あ
つ
て
は
、
前
段
の
命

命
令
で
定
め
る
規
模
以
下
の
事
業
に
あ
つ
て
は
、
前
段
の
命
令
で
定
め
る
時

令
で
定
め
る
時
間
）
を
超
え
て
労
働
さ
せ
た
と
き
は
、
そ
の
超
え
た
時
間
（

間
）
を
超
え
て
労
働
さ
せ
た
と
き
は
、
そ
の
超
え
た
時
間
（
第
三
十
七
条
第

第
三
十
七
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
時
間
を
除
く
。
）
の
労
働
に
つ
い
て

一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
時
間
を
除
く
。
）
の
労
働
に
つ
い
て
、
第
三

、
第
三
十
七
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
割
増
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

十
七
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
割
増
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

い
」
と
す
る
。

、
同
項
第
二
号
中
「
四
十
時
間
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
二
条
第
一
項
の
労

働
時
間
」
と
す
る
。

②

前
条
第
一
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
間
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
事
業

②

前
条
第
一
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
間
に
お
け
る
第
三
十
二
条
の
五
第
一

に
係
る
第
三
十
二
条
の
五
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
協
定
が
あ
る
」
と
あ
る
の
は
「

協
定
が
あ
る
」
と
あ
る
の
は
「
協
定
に
よ
り
、
一
週
間
の
労
働
時
間
を
四
十

協
定
に
よ
り
、
一
週
間
の
労
働
時
間
を
四
十
時
間
（
命
令
で
定
め
る
規
模
以

時
間
（
命
令
で
定
め
る
規
模
以
下
の
事
業
に
あ
つ
て
は
、
四
十
時
間
を
超
え

下
の
事
業
に
あ
つ
て
は
、
四
十
時
間
を
超
え
第
三
十
二
条
第
一
項
の
労
働
時

四
十
二
時
間
以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て
命
令
で
定
め
る
時
間
）
以
内
と
し
、

間
に
相
当
す
る
時
間
未
満
の
範
囲
内
に
お
い
て
命
令
で
定
め
る
時
間
）
以
内

当
該
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ
た
と
き
は
そ
の
超
え
た
時
間
（
第
三
十
七
条

と
し
、
当
該
時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ
た
と
き
は
そ
の
超
え
た
時
間
（
第
三

第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
時
間
を
除
く
。
）
の
労
働
に
つ
い
て
同
条

十
七
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
時
間
を
除
く
。
）
の
労
働
に
つ
い
て
同
条

の
規
定
の
例
に
よ
り
割
増
賃
金
を
支
払
う
定
め
を
し
た
」
と
、
「
一
日
に
つ

の
規
定
の
例
に
よ
り
割
増
賃
金
を
支
払
う
定
め
を
し
た
」
と
、
「
一
日
に
つ

い
て
」
と
あ
る
の
は
「
一
週
間
に
つ
い
て
同
条
第
一
項
の
労
働
時
間
を
超
え

い
て
」
と
あ
る
の
は
「
一
週
間
に
つ
い
て
同
条
第
一
項
の
労
働
時
間
を
超
え

な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
一
日
に
つ
い
て
」
と
、
「
労
働
さ
せ
る
こ
と
が
で

な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
一
日
に
つ
い
て
」
と
、
「
労
働
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
あ
る
の
は
「
労
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

き
る
」
と
あ
る
の
は
「
労
働
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

、
使
用
者
は
、
一
週
間
に
つ
い
て
四
十
時
間
（
前
段
の
命
令
で
定
め
る
規
模

、
使
用
者
は
、
一
週
間
に
つ
い
て
四
十
時
間
（
前
段
の
命
令
で
定
め
る
規
模

以
下
の
事
業
に
あ
つ
て
は
、
前
段
の
命
令
で
定
め
る
時
間
）
を
超
え
て
労
働

以
下
の
事
業
に
あ
つ
て
は
、
前
段
の
命
令
で
定
め
る
時
間
）
を
超
え
て
労
働

さ
せ
た
と
き
は
、
そ
の
超
え
た
時
間
（
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用

さ
せ
た
と
き
は
、
そ
の
超
え
た
時
間
（
第
三
十
七
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け

を
受
け
る
時
間
を
除
く
。
）
の
労
働
に
つ
い
て
、
第
三
十
七
条
の
規
定
の
例

る
時
間
を
除
く
。
）
の
労
働
に
つ
い
て
、
第
三
十
七
条
の
規
定
の
例
に
よ
り

に
よ
り
割
増
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
。

割
増
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
。

（
削
る
）

③

前
条
第
一
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
間
に
お
け
る
第
六
十
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
項
中
「
四
十
時
間
」
と
あ
る
の
は
、
「
四
十
時
間
を
超
え
四
十

二
時
間
以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て
命
令
で
定
め
る
時
間
」
と
す
る
。

③

前
条
第
四
項
の
規
定
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

④

前
条
第
四
項
の
規
定
は
、
前
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
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第
三
十
二
条
の
四
第
一
項
及
び
第
三
十
二
条
の
五
第
一
項
（
第
二
項
の
規
定

第
三
十
二
条
の
四
第
一
項
、
第
三
十
二
条
の
五
第
一
項
（
第
二
項
の
規
定
に

に
よ
り
読
み
替
え
た
部
分
に
限
る
。
）
の
命
令
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

よ
り
読
み
替
え
た
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
六
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
三
十
二
条
第
一
項
の
命
令
に
つ
い
て
準
用
す
る
。


